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研究ノート

看護大学生の就職先選択の決め手
～就職先決定選択のための効果的なキャリア支援策を考える～

DecisiveFactorsintheChoiceofEmploymentforNursingStudents
~ThinkingaboutEffectiveCareerSupportMeasuresinJobPlacementDecisions~

能登由美子 澤田みどり

YumikoNOTO,MidoriSAWADA
旭川市立大学保健福祉学部保健看護学科
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抄 録

本研究は，制限された臨地実習体験を持つ看護大学生が，何を就職先選択の決め手としているのか学

年ごとに調査し，就職先選択へのキャリア支援を提示することを目的としている。

看護大学生２年生から４年生までの協力が得られた８４名を対象に就職先選択の決め手，どのような

ことに着目して就職先を決定したか，就職に関しての相談相手は誰かについて調査した。その結果，就

職先の決め手や着目する内容に関しては学年に差がみられた。反面，学年に関係なく共通した項目は，

相談相手に親を選択していた。本研究の結果から，今後の教育指導やキャリア支援でおこなうべき内容

と対象が示唆された。

Ⅰ．は じ め に

２０２２年日本看護協会の病院看護実態調査１）による

と，新卒看護職員の離職率が１０.３％に増加し，その理

由にCOVID-19が影響している（３８％）と報告されて

いる。一方で，新人職員離職の原因は職場におけるリ

アリティショックが要因２）であるとも示されており，

COVID-19が引き起こした職場の混乱だけが，新卒看

護職員の離職率増加の原因とは言い切れない。しか

し，本研究の対象者は，COVID-19により，臨地で体験

して学ぶことが難しい状況に置かれた学生たちであ

る。佐居他３）は，臨地実習に必要な要素として「職場

と自分の看護観の違い」を経験することを挙げている

が，本研究対象の学生たちは，看護観の違いに直面す

る場面や体験する機会，学びを経験していない。さら

に，就職先選択の一助となる職場見学会や就職説明会

も中止，またはオンラインでの開催となっている。澤

田４）は「コロナ禍にある学生は，自分の興味関心のあ

る部分や少ない情報から就職先を選択，決定しなけれ

ばならない状況になっている」と臨床の現場を体感す

ることなく，就職先を決定していると就職調査結果で

報告している。

主観ではあるが，今どきの若者の特徴に目を向けて

みると，いわゆるZ世代と言われる学生たちは，短時

間での情報収集やSNSなどを通じた仮想での他者と

の交流での情報収集や関係性の構築を得意とする。そ

のため，実習でロールモデルとしての指導者や看護師

の行動や他者の言動に触れることが少ないことに，疑

問や問題を感じていないのかもしれない。だからこ

そ，体験しながら医療の現場で対象者の個別性，人間

性を感じ取ることが必要だと考える。このような臨地

実習での体験ができなかった学生たちに対する現在の

キャリア支援は，就職先選択のための効果的な支援と

なっていないのではないかと考える。

本研究では，制限された臨地実習体験を持つ看護大

学生が，何を決め手として就職先を決定しているのか
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を調査し，効果的なキャリア支援を提示することを目

的としている。

Ⅱ．研 究 方 法

１．調査対象者

A市立大学保健福祉学部保健看護学科在学中の２年

生６１名，３年生６３名，４年生５９名

２．調査方法

無記名によるオンライン（MicrosoftForms）独自に

作成したアンケートに各学年に研究目的を口頭で説明

し入力協力依頼をする。入力期間は７日間とする。

３．調査内容

就職先選択の決め手，どのようなことに着目して就

職先を決定したか，就職先を決定するにあたって相談

する相手は誰か。

４．調査期間

２０２３年９月～１０月

５．分析方法

単純集計分析

６．倫理的配慮

Formsは無記名の設定とする。学生への説明時およ

び配信時に，アンケートの目的，参加は自由意思に基

づくこと，調査協力への同意が得られない場合でも，

成績などへの不利益は被らないこと，調査結果は研究

以外の目的では使用しない。またこの結果は「旭川市

立大学保健福祉学部研究紀要」に掲載する。得られた

データは研究終了後速やかに消去することを口頭説明

および記述した。なお本研究は，開示すべき利益相反

はない。

Ⅲ．結 果

１）回答率

回答数８４名（４５.９％），２年生１３名（２１.３％），３

年生４３名（６３％），４年生２８名（４７.５％）であった。

２）単純集計の結果（図１・２・３参照）

【就職先選択の決め手】

３年生では，インターンシップ（１９.３％）や企業主

催の就職説明会（１８.１％）など企業と対面できる項目

が３７.４％を占める一方で，４年生では２０.７％であっ

た。４年生の回答では，病院のホームページ（１７.３％）

や病院パンフレット（１５.５％）が３２.８％であった。学

校で開催された就職説明会と回答している学生は，３

年生・４年生ともに大差なく１０％前後であった。２年

生は，病院のホームページを閲覧している学生は数名

のみであった。就職説明会は，企業主催と大学主催が

あり４年生では大きな差はみられないが，３年生で企

業主催が優位であった。実習に関しては３年生７.２％，

４年生１３.８％が回答されているが，２年生は実習体験

をしていないため，１８.２％の回答の意図は不明である。

多くの学生は複数の媒体から就職先選択の決め手を

得ているが，「親からの勧め」（３年生３名），「企業主

催の就職説明会」（３年生４名・４年生２名），「病院の

ホームページを見て」（４年生５名），「インターンシッ

プに参加して」（４年生１名）の学生は，一つの媒体の

みで就職先を決定する決め手となっていた。

【どのようなことに着目して就職先を決定したか】

３年生では，福利厚生（１４.８％）・給料－手当の良さ

（１４.８％）・教育－研修体制（１４.１％）が上位を占め，

次いで人間関係（１０.３％）・職場の雰囲気（９.６％）で

あった。４年生は教育－研修体制（１５.２％）・給料－手

当の良さ（１３.６％）・職場の雰囲気（１３.６％）が上位を

占め，次いで自分の目指すものがあった（１０.６％）・病

院の規模（１０.６％）であった。２年生は，職場の雰囲

気（２１.７％）・人間関係（１８.９％）が上位であった。

【就職先を決定するにあたって相談する相手は誰か】

３年生（５１.２％），４年生（５０％）ともに半数以上が

親と回答している。次いで教員で３年生（１８.６％），４

年生（３２.１％）であった。就職先を決める決め手とし

ては親からの勧めは上位ではないものの，相談相手と

しては半数以上が親と回答している。
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図１ 就職先の決め手は何ですか

図３ 就職先を決めるにあたって相談する相手はどなたですか

図２ どのようなことに着目して就職先を決めましたか
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Ⅳ．考 察

COVID-19の感染症の位置づけが変わり，３年生は，

実習に関する日数・人数や実践の制限がある中でも臨

地で実習，体験し感じたことをもとに，対面で就職活

動を行うことが可能となっている。しかし，４年生

は，大学入学直後より行動自粛を余儀なくされ，臨地

実習がほとんどできないことに加え，制限された中で

就職活動を行っていた。就職先選択の決め手や着目点

に対して，３年生は対面情報をもとにし，４年生はパン

フレットやホームページを参考に就職先を選択してい

ることがわかる。水田５）は，「新卒看護師は病棟におけ

る複雑な人間関係の確立には慣れていない」ことがリ

アリティショックの要因であり，解決するためには

「職場の人間関係の調整」が一つの役割を果たすと報

告されている。学生は就職先の「人間関係」に着目す

ると回答しているが，水田５）によれば，「現代の若者は

指摘や注意を受ける経験が少なく，指摘されることの

不慣れさがある」と人間関係の調整に対して課題を

持っていることも述べている。つまり，臨地で学ぶ機

会が少ない学生たちが，臨地での実体験がないことや

適切な支援なく就職先を選択してしまうことは，リア

リティショックを増幅させ，離職に繋がる多くの要素

を含んでいるのではないかと考える。臨地での実習体

験が少ない学生は，学内実習で見慣れた教員や気心の

知れた学生仲間を模擬患者として，看護実習を体験し

ている。臨床現場の緊張感のある中で指導者や患者と

関わり，リアリティある指摘や注意を受ける経験が少

ない。さらに，新たな人間関係を構築する機会や経験

も少ない。その結果，臨地実習体験の少ない学生たち

は「職場の理想と現実との乖離」や「先輩看護師との

関係性悪化」・「自身の技術の未熟や技術の習得困難」６）

に直面することで，リアリティショックを受け，離職

に繋がっているのではないかと推察する。このこと

は，表２の【どのようなことに着目したか】に示され

ている。３年生は福利厚生や給料と具体的な回答であ

るのに対し，実習体験の少ない４年生は教育体制や病

院の雰囲気と回答しており，教育を受けることや人間

関係を構築することに対して受け身であることが表れ

てる。人間関係の構築に不慣れな学生へのキャリア支

援対策としては，人間関係構築に関する接遇やコミュ

ニケーション技術などの講習会の設定，より身近で学

生に近い存在である卒業生を招き，話が聞ける機会を

設け臨床をよりリアルにイメージできることが効果的

であると考える。

就職に関する相談相手に「親」と学生の半数以上が

回答している。尾花ら７）は，「親は子どもに良い企業に

就職してほしいといった期待を持っているが，その親

の期待は子ども自身が望んでいることとは不一致が生

じている」と考察している。また佐山８）は，「学生が

主体的に職業選択するには親が干渉しすぎないことで

あると指摘し，親が助言者としての立ち場に立つこと

は自己効力を高めるが，監督者になると逆効果であ

る」と親の介入に対して指摘している。しかし今回の

対象学生たちは，親との信頼関係が成り立っているの

か，学生に自立心がないのか，知らない臨床への不安

が強いのか，相談相手として親を選び，就職後も支援

してもらうことを望んでいるように推察できる。尾花

や佐山らの参考文献とは反対の結果といえる。これら

のことから考えると，親が子どもに適切な助言をする

ためにも，学生を対象とした就職説明会にも，親の参

加が必要になってくるのかもしれない。また，教員

は，親を含めた面談の検討も必要となるのかもしれな

い。現状では就職支援の専従ではない看護教員が就職

先決定の助言を行っている。限られた時間の中で，学

生にとって効果的な支援となるよう対策するには，看

護教員のみでは限界がある。石母田他９）は，就職支援

が専従ではない委員が限られた時間で学生にとって満

足いく支援には，リアリティある講座内容の構成が必

要と述べている。学生個々の相談内容や希望に合わせ

て，就職に詳しい事務職員と，学生の個別性に詳しい

教員が協働し，十分な情報共有を行ったうえで，学生

と親へ丁寧な対応が必要となってくると考える。ま

た，就職活動中の学生は，実習や看護研究など多忙な

時期である。安易な気持ちや焦りから就職先を決定し

ないよう，学生の特性を知る教員は，思いを理解し，

自分にあった施設であるかを検討できるよう多くの情

報を提供し，助言や相談に乗ることが大事なキャリア

支援の一つであると考える。

安達１０）は，大学におけるキャリア支援だけでは，職

場選択や就労効果を持続させることの難しさを述べて

いる。昨今では，就職先選択の決め手とリアリティ

ショック軽減や離職防止のための方策として，臨床側

が基礎看護学実習を終えた学生を対象に，アルバイト

と称して臨床の現場で看護実践体験を進めている。大

学としては，早い段階で学生に情報提供し，体験学習

を勧めていくことも大学の役割であり，一つのキャリ

ア支援となるのではないかと考える。
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Ⅴ．結 論

１）臨地実習を経験した３年生は企業との対面による

インターンシップや就職説明会が，４年生はホーム

ページおよびパンフレットを活用することが病院選

択の決め手となっている

２）就職先選択にあたりどのようなことに着目してい

るのかについては，３年生はより具体的な就労条件

を求め，臨地実習経験の少ない４年生は教育体制や

人間関係構築がしやすいなど受け身的な条件を挙げ

ている

３）相談相手は学年間で差はなく，親を選択している

者が多い

４）臨地実習体験の機会を少しでも多くできるよう，

臨床と話し合い調整することが必要である

５）事務職員と協働し，学生と親へ丁寧な対応が必要

である

６）学生へ就職先の情報を十分に提供し，検討できる

よう支援する必要性がある

７）臨床で進められている看護実践体験を早い時期か

ら学生に周知する

研究の限界と課題

本研究の回答率が５０％を下回っていることは調査

方法の限界である。感染対策の変化に合わせて調査を

続けキャリア支援について今後も追及していきたい。
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